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奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵

　『
薄
葉
本
萬
葉
集
』
解
題

阪
口　

由
佳

　
　
【
書
誌
情
報
】	

（
貴
重
書
番
号
：
ロ
１
）

［
体　

裁
］
写
本　

袋
綴
（
四
目
綴
）　

五
冊
（
一
冊
二
巻
綴
）　

［
表　

紙
］
横
刷
毛
目
（
渋
引
）　

直
書
き
「
萬
葉
集
一
（
三
～
六
）」

［
料　

紙
］
薄
様
斐
紙
か

［
寸　

法
］
縦
二
七
・
〇
㎝　
　

横
十
九
・
二
㎝

［
行
数
等
］
八
行
十
八
字
詰

［
書
写
年
］
不
明

［
蔵
書
印
等
］
全
冊
、
表
紙
に
⃝万
／
13
／
１
（
～
５
）
の
シ
ー
ル

　

�

全
冊
、
見
返
し
に
①
「
橿
原
文
庫
」
の
印
、
②
「
橿
原
文
庫
蔵
書
印
／

44.8.10

／
第27187

（
～27191

）
号
」
の
印
、③
「911.12

／13

／1

（
～

5

）」
の
印

　

第
一
冊
一
ペ
ー
ジ
に
「
巌
松
堂
古
典
部
／
波
多
野
扱
斯
書
」
の
印

　

全
冊
、
裏
見
返
し
に
①
「
大
和
歴
史
館
印
」
の
印
、
②
「
館
蔵
39
」
の
印
、

　

枠
外
に
「
そ
の
１
（
～
５
）」
の
手
書
き
あ
り

　
　
【
解
説
】

　

裏
が
透
け
る
よ
う
な
薄
い
紙
に
書
か
れ
た
写
本
。
奥
書
部
分
の
所
蔵
な
く
、

書
写
者
、
時
期
は
不
明
。
萬
葉
集
二
巻
分
に
つ
き
一
冊
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
来
十
冊
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
当
館
で
は
一
・
三
・
四
・
五
・
六
の
五
冊

の
み
所
蔵
し
て
い
る
。
寛
永
版
本
と
同
じ
く
「
萬
葉
第
一
奥
書
／
文
永
十
年
八

月
八
日
…
」
か
ら
始
ま
り
、
字
配
り
も
寛
永
版
本
と
一
致
す
る
が
、
版
本
で
は

な
く
写
本
で
あ
る
。

　

旧
所
蔵
と
し
て
、「
萬
葉
集
一
」
の
一
ペ
ー
ジ
目
右
下
に
、長
方
形
単
郭
の
「
巌

松
堂
古
典
部
／
波
多
野
扱
斯
書
」
の
印
が
あ
る
（【
画
像
１
】）。
波
多
野
重
太

郎
が
一
九
〇
一
年
東
京
で
開
業
し
た
古
書
肆
、
巌
松
堂
の
印
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
よ
り
大
阪
支
店
も
置
い
て
い
る
（
巌
松
堂
出
版
株
式
会
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
会
社
の
沿
革
」）。
大
和
歴
史
館（

１
）が
巌
松
堂
か
ら
購
入
し
た
と
推
察
す

る
が
、
そ
の
際
す
で
に
「
萬
葉
集
二
」
は
欠
け
て
い
た
よ
う
で
、「
萬
葉
集
三
」

裏
見
返
し
、「
大
和
歴
史
館
印
」「
館
蔵
39
」
の
印
の
下
に
「
そ
の
２
」
と
書
か

れ
て
い
る
（【
画
像
３
】）。
そ
れ
を
一
九
七
〇
年
に
引
き
継
い
だ
橿
原
文
庫
に

お
い
て
も
、「
萬
葉
集
三
」
の
枝
番
号
は
「
２
」
で
あ
る
（【
画
像
２
】）。
波
多

野
重
太
郎
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
こ
れ
を
入
手
し
た
か
は
不
明
で
、
巌
松
堂
に
五

冊
以
上
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
現
在
「
萬
葉
集
六
」（
巻
十
二
）

ま
で
し
か
所
蔵
が
な
い
た
め
、
最
終
巻
の
印
や
奥
書
を
確
認
で
き
な
い
。
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【
画
像
１
】『
薄
葉
本
萬
葉
集
（
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵
）』

　
　
　
　
「
萬
葉
集
一
」
見
返
し　

右
に
橿
原
文
庫
、
左
に
巌
松
堂
の
印

【
画
像
２
】「
萬
葉
集
三
」
表
紙

【
画
像
３
】「
萬
葉
集
三
」
裏
見
返
し



奈良県立万葉文化館蔵『薄葉本萬葉集』解題（阪口）

―41―

【
画
像
４
】『
萬
葉
集
略
解
』　

巻
一
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　
　
　
　

https://dl.ndl. go. jp/info: ndljp/pid/2570325

【
画
像
５
】『
薄
葉
本
萬
葉
集
』（
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵
）
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前
述
の
と
お
り
、
当
館
蔵
『
薄
葉
本
萬
葉
集
』（
以
下
『
薄
葉
本
』）
は
版
本

に
基
づ
く
写
本
で
あ
る
が
、
お
び
た
だ
し
い
書
き
込
み
が
あ
る
。
そ
の
書
入
れ

内
容
を
く
わ
し
く
見
る
と
、
ほ
ぼ
橘
千
蔭
『
萬
葉
集
略
解
』（
以
下
『
略
解
』

に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た（

２
）。
た
と
え
ば
、
巻
一
・
一
六
歌
に
つ
い
て
、

【
画
像
４
】
右
丁
の
『
略
解
』
の
カ
ギ
カ
ッ
コ
部
分
「
」
は
、【
画
像
５
】
左
丁

の
『
薄
葉
本
』
の
頭
注
の
カ
ギ

カ
ッ
コ
部
分
「
」
に
写
さ
れ
て

い
る
。

上
の
『
薄
葉
本
』
頭
注
の
拡
大

画
像
を
見
る
と
、「
み
わ
の
山

を
と
を
の
／
詞
を
添
て
見
へ
し

　

飛
／
鳥
岡
本
宮
よ
り
三
輪
へ

／
今
の
道
二
里
斗　

み
わ
／
よ

り
奈
良
へ
四
里
餘
／
有
て　

其

間
平
ら
か
な
／
れ
は　

な
ら
坂

こ
ゆ
る
／
ほ
ど
ま
て
も
み
わ
山

は
／
み
ゆ
る
と
ぞ　

其
奈
／
良

山
を
越
る
ま
で
は　

／
山
の
際

よ
り
見
ん
と
／
お
ほ
し
て　

か

へ
り
見
し
／
給
ふ
ま
ゝ
に　

や
ゝ
遠
ざ
／
か
り
て　

雲
の
隔

て
た
／
る
な
り　

山
際
の
下
従
の
／
字
を
脱
せ
る
か　

山
の
ま
／
ゆ
と
有
べ

し
」
と
あ
り
、『
略
解
』【
画
像
４
】
の
「
」
と
比
較
す
る
と
、
濁
点
や
句
点
の

有
無
に
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
同
文
と
い
っ
て
よ
い
。『
略
解
』
の
「
」

の
上
の
注
「
う
ま
さ
け
、
あ
を
に
よ
し
、
枕
詞
」
は
『
薄
葉
本
』
に
見
当
た
ら

な
い
が
、「
」
以
降
の
注
釈
は
す
べ
て
歌
の
左
右
に
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。「
道

の
く
ま
」
に
つ
い
て
は
『
薄
葉
本
』
で
は
歌
の
右
、「
伊
積
流
」
に
つ
い
て
は
『
薄

葉
本
』
で
は
歌
の
左
に
あ
る
。
短
め
の
注
釈
は
傍
注
と
し
、
長
い
注
釈
は
上
部

な
ど
広
め
の
余
白
が
あ
る
と
こ
ろ
に
書
き
入
れ
て
い
る
。　

　
『
略
解
』
に
あ
る
序
や
凡
例
は
写
し
て
お
ら
ず
、『
略
解
』
の
巻
末
に
あ
る
「
追

加
」
の
注
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
版
本
と
『
萬
葉
集
略
解
』
を

融
合
さ
せ
た
、
独
自
の
姿
を
呈
し
て
い
る
。

注（
１
）�

大
和
歴
史
館
（
戦
前
は
「
大
和
国
史
館
」）
に
つ
い
て
は
、『
万
葉
図
書
・
情
報
室

だ
よ
り
』
40
号
（
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館　

二
〇
一
四
年
十
二
月
）、竹
内
亮
「「
万

葉
文
化
」の
血
脈（
連
載「
博
物
館
っ
て
楽
し
い
！
」奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
）」（『
月

刊
奈
良
』
61
－
2
（
通
巻635

）
二
〇
二
一
年
二
月
）
参
照
。

（
２
）�

阪
口
由
佳
「
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵
『
萬
葉
集
巻
第
一
』
か
ら
見
る
加
納
諸
平

の
万
葉
集
研
究
」（『
万
葉
古
代
学
研
究
年
報
』
第
19
号　

二
〇
二
一
年
三
月
）




